












































































は Burns and Stalker（１９６１）や Lawrence and Lorsch（１９６７）等のコンティンジェンシー理論に代表される環境







前述した RBV の考え方である。特に、この状況で競争優位が長続きするのは、持続的競争優位（sustainable com-




的能力（dynamic capability : DC）の考え方である。DC についての議論は Teece, Pisano and Shuen（１９９７）によっ
て最初の提示がなされ、その後 Eisenhardt and Martin（２０００）や Zollo and Winter（２００２）等によって議論が展
開されている。
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